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５
月
16
日
（
金
）、
湯
浅
町
議
会・

広
川
町
議
会
の
合
同
で
、
大
阪
夢
洲

の
大
阪
・
関
西
万
博
を
視
察
し
ま
し

た
。

・
国
産
の
木
材
や
伝
統
的
な
貫
（
ぬ

き
）
接
合
技
術
を
活
用
し
た
１
周

２
km
に
及
ぶ

「
大
屋
根
リ
ン
グ
」

◦
最
先
端
医
療
技
術
の
結
晶
で
あ

る
iPS
心
臓
を
は
じ
め
と
し
て
、
か

ら
だ
・
こ
こ
ろ
・
い
の
ち
の
歴
史

の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
医
療
・
健

康
分
野
の
未
来
を
提
唱
す
る

「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ａ　

　
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ

　
　
　
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
バ
ー
ス
）」

◦
「
い
の
ち
輝
く
関
西
悠
久
の
歴
史

と
現
在
」
を
テ
ー
マ
に
和
歌
山

県
を
含
む
関
西
各
地
の
歴
史
を

紐
解
き
、
観
光
、
産
業
、
地
域

振
興
の
取
組
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
」

等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
い
て
は
、

世
界
各
国
や
日
本
各
地
か
ら
の
パ

ビ
リ
オ
ン
の
出
展
、
様
々
な
先
端

技
術
の
披
露
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
世
界
が
一
つ
の
「
場
」
に
集

う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
益

社
団
法
人
２
０
２
５
年
日
本
国
際

博
覧
会
協
会
よ
り
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
等
に
対
し
、
議
員
視
察

活
用
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

視
察
報
告

大
阪
・
関
西
万
博
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議会の人事　正副議長・各常任委員会・議会運営委員会・派遣議員の決定を行いました

議　長

由
ゆ

良
ら

　祥
しょう

治
じ

人口減少、物価高騰、
南海トラフ巨大地震への
備えといった町の諸課題
を踏まえ、持続可能なまちづくりに向けて、議会
の果たすべき責務を果たしてまいります。

町民の皆様方のご期待、ご信頼にお応えできる
よう、誠心誠意努めます。よろしくお願いします。

副議長

三
み

ツ
つ

橋
はし

 忠
ただ

男
お

微力ながら、由良議長
のもと、町の課題に全力
で取り組みます。

また議会の円滑な運営がなされるよう町行政と
の橋渡しに努め、さらに町民の皆様の声を反映で
きるよう、充実した議会活動を目指します。

よろしくお願いします。

総 務 文 教 ま ち づ く り 常 任 委 員 会

委 員

権　
貴
大

委員長

松
本　
光
成

委 員

赤
井　
洋
子

委 員

板
垣　
善
夫

副委員長

久
澄　
顕
人

福 祉 産 業 建 設 人 権 常 任 委 員 会

委 員

松
本　
典
久

委員長

石
本　
一
也

委 員

三
ツ
橋　
忠
男

委 員

由
良　
祥
治

副委員長

権　
貴
大

議 会 広 報 編 集 常 任 委 員 会

委 員

権　
貴
大

委員長

久
澄　
顕
人

委 員

三
ツ
橋　
忠
男

委 員

由
良　
祥
治

副委員長

赤
井　
洋
子

委員長

赤
井　
洋
子

委 員

久
澄　
顕
人

委 員

松
本　
典
久

副委員長

板
垣　
善
夫

議 会 運 営 委 員 会 監査委員

松
本　
光
成

●一
部
事
務
組
合
議
会
派
遣
議
員

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務
の
一
部
を
共

同
で
処
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
の
議
会
に
議
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

●有
田
郡
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合

◦
久
澄　
顕
人

◦
板
垣　
善
夫

◦
権　
　
貴
大

●有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組
合

◦
松
本　
光
成

◦
石
本　
一
也

◦
松
本　
典
久

●有
田
衛
生
施
設
事
務
組
合

◦
石
本　
一
也

◦
三
ツ
橋　
忠
男

◦
由
良　
祥
治

●湯
浅
広
川
消
防
組
合

◦
松
本　
光
成

◦
由
良　
祥
治

◦
松
本　
典
久

●和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

◦
赤
井　
洋
子
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2

4

「戦後 80年のいま
平和行政の推進・発信を」
「山田区の産廃処理
施設計画の状況は」

久澄顕人　

「福祉・介護サービス
人材の確保を」
「タクシー等交通手段
の整備を」

石本一也　

「少子化対策のため
子育て・教育の
さらなる充実を」

松本光成　

「熱中症対策は」
「乳児のいるご家庭
に放課後児童クラブ
の活用を」

赤井洋子

「山林火災、
倒木等から
町民をまもるために」

三ツ橋忠男　

一 般 質 問

６月定例会の 10 日目 、６月 19 日（木）に一般質問を行った５人の質問内容を紹介します。

議員は、町が行う取組内容や問題点に関し、幅広く質問することができます。

これに対し、町は今後の事業の進め方や問題解決のための考え方を答えます。

このやりとりは、町民の代表である議員が町の考え方をチェックし、町民の思いを住民

サービスに反映させるという大切な役割を果たします。

こ れ か ら の ゆ あ さ の た め に
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一
般
質
問

戦
後
80
年
の
い
ま

　
平
和
行
政
の
推
進・発
信
を

山
田
区
の
産
廃
処
理

　
施
設
計
画
の
状
況
は

平
和
事
業
の
取
組
と
今
日
に

お
け
る
位
置
づ
け
を
問
う
。

（
政
策
企
画
課
長
）
戦
争
の
悲

惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
次
世

代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
は
行
政
の
大
切
な

責
務
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の

平
和
学
習
、平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
、

昭
和
60
年
に
非
核
宣
言
、
終
戦
日
・
原

爆
投
下
日
の
町
内
放
送
、
戦
没
者
追
悼

式
の
実
施
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
80
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
平
和
を
考
え
る
講
演
会

や
資
料
展
、映
画
の
上
映
、広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
特
集
を
組
む
等
、
特
別
な

行
事
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

（
政
策
企
画
課
長
）
町
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
や
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
平
和
へ
の
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

非
核
宣
言
等
の
平
和
へ
の
取

組
に
つ
い
て
町
内
外
へ
の
Ｐ

Ｒ
、今
後
の
平
和
事
業
の
決
意
を
問
う
。

（
政
策
企
画
課
長
）
戦
後
80
年

の
節
目
で
あ
る
の
で
、
あ
ら

た
め
て
平
和
行
政
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
よ
う
啓
発
に
努

め
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。山

田
区
内
の
産
廃
処
理
施
設

の
計
画
に
つ
い
て
、
最
新
の

動
向
は
。（

住
民
生
活
課
長
）
当
該
施
設

の
設
置
許
可
を
す
る
に
あ
た

り
地
元
区
の
合
意
を
得
る
こ
と
を
条
件

と
す
る
よ
う
、
産
廃
処
理
施
設
の
設
置

の
許
可
に
関
す
る
意
見
書
を
令
和
７
年

１
月
８
日
付
け
で
県
知
事
に
提
出
し
ま

し
た
。
ま
た
２
月
13
日
付
け
で
県
か
ら

事
業
者
に
対
し
て
３
回
目
の
指
導
事
項

が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

直
近
１
年
間
の
事
業
者
と
町

の
協
議
状
況
は
。

（
住
民
生
活
課
長
）
令
和
６
年

11
月
５
日
に
協
議
を
行
い
、

町
と
し
て
地
元
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
施
設
の
設
置
に
反
対
で
あ
る
旨
を

強
く
伝
え
ま
し
た
。
事
業
者
は
地
元

へ
の
説
明
を
怠
ら
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

産
廃
処
理
施
設
設
置
に
関
す

る
紛
争
予
防
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
検
討
状
況
は
。

（
町
長
職
務
代
理
者
）
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
へ
制

定
理
由
・
強
制
力
等
の
調
査
を
行
い
、

町
の
実
情
に
適
合
す
る
か
、
適
合
さ
せ

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
研
究
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

全
町
民
に
対
し
、
行
政
が
計

画
を
知
ら
せ
る
こ
と
も
考
え

て
は
ど
う
か
。

（
町
長
職
務
代
理
者
）
ま
ず
は

地
元
の
意
思
を
最
優
先
に
考

え
た
い
。
結
果
が
で
た
ら
、
町
民
へ
の

説
明
は
当
然
と
考
え
ま
す
。

「
地
元
区
・
町
の
合
意
が
な
け
れ

ば
土
地
の
利
用
計
画
は
実
行
し

な
い
」
旨
の
覚
書
（
町
・
地
元
区
・
地
権

者
で
締
結
）
に
つ
い
て
、
協
議
状
況
は
。

（
町
長
職
務
代
理
者
）
事
業
者
と

の
協
議
の
中
で
内
容
に
つ
い
て
再

度
確
認
し
ま
し
た
。
事
業
者
側
は
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
廃
処
理
施
設
の
設
置
計
画

に
対
し
行
政
が
住
民
側
の
立

場
に
立
ち
様
々
に
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
体
を
視
察
し
て
は
。

（
町
長
職
務
代
理
者
）
ご
指
摘

は
理
解
で
き
ま
す
の
で
一
度

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

QQ

QQ

Q

QQQ

Q

AA

AA

A

AAA

A

久
ひさ

澄
ずみ

　顕
けん

人
と

　議員
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一
般
質
問

Q
町
部
落
差
別
解
消
推
進
基
本

計
画
（
本
紙
12
頁
）
で
は
、

人
権
相
談
体
制
、
隣
保
館
事
業
、
人
権

教
育
や
啓
発
の
推
進
へ
の
取
組
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
隣
保
館
へ
の
専
門
職

の
配
置
に
つ
い
て
、
資
格
を
持
っ
た
方

の
新
た
な
配
置
が
難
し
い
の
で
あ
れ

ば
、
現
在
い
る
職
員
の
資
格
取
得
支
援

な
ど
の
検
討
は
。

　
ま
た
社
会
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

町
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
過
不
足
は
な
い
も
の
の
、
人
材

に
つ
い
て
は
大
変
不
足
し
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。
さ
ら
に
町
の
地
域
福
祉

の
要
と
し
て
、
社
会
福
祉
事
業
を
担
う

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
。

　
ま
た
、町
民
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
。

本
年
２
月
か
ら
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自

家
用
車
に
客
を
乗
せ
る
有
償
運
行
サ
ー

ビ
ス
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
和
歌

山
市
で
運
行
開
始
さ
れ
、
市
長
も
地
域

交
通
の
維
持
の
た
め
、
公
共
側
で
ア
シ

ス
ト
す
る
考
え
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
一

年
前
に
も
質
問
し
ま
し
た
が
、現
状
は
。

（
町
長
職
務
代
理
者
）
隣
保
館

の
職
員
に
つ
い
て
は
、
担
当

者
を
隣
保
事
業
士
資
格
取
得
研
修
等
へ

参
加
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
福
祉

資
格
に
つ
い
て
も
、
補
助
制
度
等
を

視
野
に
入
れ
支
援
で
き
れ
ば
と
考
え
ま

す
。
専
門
職
に
か
か
わ
ら
ず
、
隣
保
館

の
職
員
に
は
あ
ら
ゆ
る
相
談
、
困
り
ご

と
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
資
質
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
人
材
に
つ
い
て
は
、
少

子
高
齢
化
社
会
の
な
か
、
町
と
し
て
も

介
護
保
険
の
持
続
可
能
な
運
営
に
取
り

組
む
べ
き
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
国
や
県

か
ら
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
、
資
格

取
得
の
補
助
制
度
と
い
っ
た
対
策
が
あ

り
ま
す
が
、
町
も
そ
れ
ら
の
取
組
や
制
度

の
周
知
を
図
り
、ま
た
研
究
に
努
め
ま
す
。

社
協
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
、
町
か
ら
活
動
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
の
な

か
で
地
域
福
祉
に
果
た
す
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
協
力
体
制

の
一
層
の
強
化
、
地
域
福
祉
活
動
へ
の
支

援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
政
策
企
画
課
長
）
湯
浅
駅
で
運
行
す

る
タ
ク
シ
ー
会
社
が
一
社
の
み
と
な

り
、
交
通
弱
者
や
観
光
客
の
方
々
へ
の

不
便
の
解
消
の
た
め
、
県
や
事
業
者
へ

の
相
談
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
事
業
者
か
ら
は
、
運
転
手
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
と
、
タ
ク
シ
ー

業
界
の
厳
し
さ
か
ら
、
厳
し
い
経
営
課

題
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
や
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
提
案
を
受
け
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、参
入
に
は
厳
し
い
現
状
で
す
。

　
必
要
な
曜
日
や
時
間
帯
の
優
先
順
位

に
沿
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
誘
致
、
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
な
ど
引
き
続
き
検
討
し
ま

す
。
制
度
の
運
用
、
許
可
基
準
の
動
向

を
見
つ
つ
、
近
隣
町
と
も
協
力
し
、
対

応
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

回
答
を
受
け
て

　
介
護
保
険
に
は
、
厳
し
い
状
況
が
報

道
さ
れ
て
お
り
、
人
員
の
補
強
を
お
願

い
し
ま
す
。
社
協
に
つ
い
て
は
、
新
し

く
進
め
て
い
る
事
業
も
あ
る
の
で
、
町

が
し
っ
か
り
と
支
援
を
。
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
個
人
タ
ク
シ
ー
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
等
あ
ら
ゆ
る
方
法
の
活
用
に
向

け
た
努
力
、ま
た
県
や
国
へ
の
要
望
を
。

　
さ
ら
に
、
障
が
い
者
差
別
や
部
落
差

別
の
解
消
の
た
め
、
町
条
例
の
一
層
の

啓
発
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
人
材
の
確
保
を

タ
ク
シ
ー
等
交
通
手
段
の
整
備
を

石
いし

本
もと

　一
かず

也
や

　議員

A
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一
般
質
問

QA

Q

赤
あか

井
い

　洋
よう

子
こ

　議員

熱
中
症
対
策
は

乳
児
の
い
る
ご
家
庭
に

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
用
を

３
月
定
例
会
で
一
般
質
問
し

た
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

を
設
置
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
あ
く
ま

で
一
時
的
な
避
難
場
所
で
す
。

昨
今
の
異
常
な
夏
の
暑
さ
で
は
、
各

家
庭
に
エ
ア
コ
ン
の
設
備
は
必
須
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
に
困
窮
す

る
ご
家
庭
や
、
古
い
エ
ア
コ
ン
で
電
気

代
が
高
く
な
っ
て
い
る
方
々
に
と
っ

て
、
物
価
上
昇
の
折
、
買
い
替
え
に
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ
す
る
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

本
年
５
月
に
、
政
府
か
ら
重
点
支
援

地
方
交
付
金
の
追
加
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
交
付
金
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
省

エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
促
進
に
よ
る

生
活
者
支
援
が
含
ま
れ
、
他
の
自
治
体

で
も
、
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
の

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

別
の
自
治
体
で
は
、
こ
の
交
付
金
を
活

用
し
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
ご
家

庭
に
電
気
代
の
補
助
を
決
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
だ
け
で
な
く
障
が
い
の
あ
る

方
の
い
る
家
庭
、
ま
た
一
人
親
家
庭
に

も
対
象
を
拡
大
し
、
命
を
守
る
た
め
に

有
効
な
エ
ア
コ
ン
を
安
心
し
て
使
っ
て

も
ら
う
た
め
の
取
組
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
町
の
考
え
は
。

（
健
康
推
進
課
長
）
昨
今
の

猛
暑
は
、
町
民
の
健
康
と
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

日
常
生
活
で
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
各
家
庭
で
の
適
切
な
室
温
管
理
、

特
に
エ
ア
コ
ン
の
使
用
が
重
要
で
す
。

経
済
的
に
厳
し
い
状
況
の
ご
家
庭
に

と
っ
て
、
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
、
電

気
代
の
負
担
は
深
刻
な
課
題
と
考
え
ま
す
。

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
促
進
等
、
他

市
町
村
の
取
組
事
例
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助

や
電
気
代
支
援
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
関

係
部
署
で
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
生
を
対
象
に
受
け
入

れ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

働
く
保
護
者
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
事
業
で
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
所
要
件
と
し

て
、
保
護
者
が
働
い
て
い
る
こ
と
、
ま

た
疾
病
や
介
護
等
に
携
わ
っ
て
い
る
場

合
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま

れ
、
保
護
者
が
育
児
休
暇
で
家
に
い
る

と
、
上
の
子
供
を
児
童
ク
ラ
ブ
に
預
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
小
学
生
の
子
供

は
放
課
後
ど
う
し
て
も
家
に
い
る
こ
と

が
多
く
な
り
が
ち
で
保
護
者
の
負
担
も

大
き
く
な
り
ま
す
。

町
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

（
教
育
次
長
）
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
き
、
昼
間
保
護
者
が
就
労
等
で
不
在

と
な
る
小
学
生
が
対
象
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
護
者
が
病
気
や

介
護
等
の
理
由
で
、
昼
間
家
庭
で
養
育

で
き
な
い
場
合
等
は
受
入
れ
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
育
児
休
暇
中
に
つ
い
て

は
、
産
前
産
後
８
週
の
期
間
を
受
入
れ

対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
育

児
休
業
期
間
は
現
在
、
受
入
れ
対
象
と

し
て
い
ま
せ
ん
。

昨
今
は
核
家
族
が
多
く
、
家

に
祖
父
母
等
が
い
ま
せ
ん
。

他
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
な
か
、
保
護

者
の
負
担
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

小
学
生
の
子
供
を
外
で
遊
ば
せ
よ
う

と
し
て
も
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
は
、

大
変
不
安
で
す
。

ご
家
庭
に
よ
り
事
情
も
異
な
り
ま
す

が
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の

も
と
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
に
も
、
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
所
条
件

を
柔
軟
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

（
教
育
次
長
）
低
学
年
の
き
ょ

う
だ
い
が
居
る
場
合
な
ど
、

産
後
８
週
間
を
過
ぎ
た
乳
児
期
の
育

児
に
お
い
て
も
大
変
な
状
況
が
続
き

ま
す
。
柔
軟
な
対
応
を
考
え
て
い
く

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
受
入
れ
体

制
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q

A

A
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Q

Q

少
子
化
対
策
は
待
っ
た
な
し

で
あ
り
、
様
々
な
取
組
を
進

め
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
、
若
者
や
移
住
者
に
向
け
た
定

住
促
進
を
図
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、

町
営
住
宅
を
利
活
用
し
て
は
と
提
案
し

ま
し
た
が
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
住
宅
施
策
に
つ
い
て
、
民
間

企
業
の
力
を
活
用
し
、
良
質
で
快
適
な

子
育
て
が
で
き
る
賃
貸
住
宅
の
誘
致
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

さ
ら
に
、
昨
年
湯
浅
小
学
校
の
プ
ー

ル
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の

取
組
状
況
は
。

（
政
策
企
画
課
長
）
集
合
住
宅

だ
け
で
な
く
、
世
代
を
超
え

て
湯
浅
町
に
住
み
続
け
て
も
ら
う
こ
と

を
視
野
に
、
一
戸
建
て
の
子
育
て
支
援

住
宅
も
併
せ
て
検
討
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
長
）
２
０
４
０
年
の
公

営
住
宅
の
入
居
可
能
数
が
想
定
さ
れ
る

必
要
戸
数
を
上
回
る
た
め
、
用
途
廃
止

に
伴
う
建
て
替
え
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
新
た
な
住
宅
施
策
に
つ
い
て
研
究

を
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
次
長
）
今
年
度
、
プ
ー
ル
と
老

朽
化
し
た
町
民
体
育
館
を
合
わ
せ
て
の

調
査
業
務
予
算
を
計
上
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
結
果
を
も
と
に
迅
速
に
事
業

を
進
め
ま
す
。

町
内
小
学
校
５
校
の
一
学
年

の
生
徒
数
は
、
近
い
将
来
40

人
前
後
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
教

育
長
・
副
町
長
の
考
え
は
。

（
教
育
長
）
小
学
校
は
、
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
と
し
て
、

地
域
文
化
の
醸
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
る
た
め
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、
今
後
、「
欠
学
年
」
が
２
つ
以

上
出
た
場
合
に
は
、
教
頭
、
養
護
教
諭
、
学

校
事
務
の
配
置
が
な
く
な
る
た
め
、
学
校
と

し
て
の
機
能
が
成
立
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
の
実
情
を
把
握
し
、
教
育
委
員

会
と
し
て
し
っ
か
り
議
論
を
し
ま
す
。

（
町
長
職
務
代
理
者
）
地
域
住
民
や
保

護
者
の
声
を
し
っ
か
り
聴
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
学

び
の
質
の
保
障
や
通
学
問
題
な
ど
、
安

心
し
て
学
校
に
通
え
る
た
め
の
条
件
整

備
等
を
念
頭
に
お
き
、
教
育
委
員
会
と

と
も
に
慎
重
に
進
め
ま
す
。

今
後
、
義
務
教
育
に
係
る
費

用
は
全
て
行
政
が
負
担
す
べ

き
で
あ
り
、
子
ど
も
１
人
に
か
か
る
教

育
費
は
、
制
服
や
修
学
旅
行
な
ど
を
含

め
、
大
学
へ
行
く
ま
で
１
，
０
０
０
万

円
以
上
と
い
わ
れ
ま
す
。

国
が
率
先
し
て
負
担
す
べ
き
で
す
が
、

町
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。

（
町
長
職
務
代
理
者
）
授
業
に

関
連
し
、
費
用
負
担
の
大
き

い
修
学
旅
行
な
ど
は
、
事
業
の
対
象
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調
で
、
黒

字
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、
若

い
子
育
て
世
代
に
も
っ
と
使
う
べ
き
で
は
。

（
町
長
職
務
代
理
者
）
ま
ず
は

授
業
に
関
連
す
る
費
用
に
つ

い
て
、
一
定
の
軽
減
を
図
れ
た
と
判
断

し
た
ら
、
次
の
段
階
と
し
て
制
服
も
考

え
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
に
お
金
を
か
け
る
事

は
誰
も
反
対
し
な
い
と
思
う

が
、
修
学
旅
行
や
制
服
の
費
用
等
は
早

急
に
負
担
す
べ
き
で
は
。

（
町
長
職
務
代
理
者
）
実
施
の

方
向
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

松
まつ

本
もと

　光
こう

成
せい

　議員

A

A

Q

QQ A AA

一
般
質
問

少
子
化
対
策
の
た
め
、

　
子
育
て
・
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
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ツ
つ

橋
はし

忠
ただ

男
お

　議員

本
年
２
月
、
岩
手
県
大
船
渡
市

で
大
規
模
な
森
林
火
災
が
発

生
。
３
月
に
は
愛
媛
県
、
岡
山
県
に
お

い
て
も
起
こ
り
ま
し
た
。

山
に
囲
ま
れ
た
湯
浅
町
に
と
っ
て
も

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
災
害
と
感
じ

ま
す
。
60
数
年
前
に
山
田
地
区
で
発
生

し
た
森
林
火
災
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

当
時
高
校
生
で
あ
っ
た
私
は
、
数
百
人

に
及
ぶ
消
火
活
動
に
き
て
く
れ
た
皆
さ

ん
に
、
炊
き
出
し
な
ど
を
お
手
伝
い
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

町
の
近
年
の
山
林
火
災
の
記
録
、
考

え
方
、
訓
練
や
啓
発
活
動
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

（
総
務
課
長
）
近
年
、
山
林
火

災
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

火
災
の
多
く
は
、
た
き
火
や
野
焼
き
、

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
人
為
的
な
原

因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

訓
練
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
湯
浅

城
公
園
に
て
消
防
組
合
、
消
防
団
と
と

も
に
県
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
参
加

し
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
火
災
予
防
の
周
知
に
も
努
め
て

き
ま
し
た
。日

頃
の
訓
練
や
、
啓
発
な
ど

の
状
況
を
お
聞
き
し
、
一
町

民
と
し
て
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
は
山
林
と
住

宅
の
距
離
も
近
く
、
耕
作
放
棄
地
の
問

題
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
山
林
の
災

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
山
林
の

適
正
な
管
理
が
絶
対
に
必
要
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
山
林
の
所
有
者
が
管

理
す
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
化
も
進
み
、
自
分
達
だ
け
で
は
ど
う

に
も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
空
家
の
除
却
補
助
金
の
よ
う

に
、
管
理
伐
採
に
係
る
費
用
の
補
助
な

ど
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
考

え
ま
す
が
、
町
の
考
え
は
。

（
産
業
建
設
課
長
）
森
林
の
管

理
は
本
来
、
所
有
者
が
伐
採
、

造
林
、
保
育
を
実
施
し
適
正
な
管
理

を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
所
有
者
へ
の
啓
発
が
必
要

で
す
。
本
町
で
は
、
人
工
林
に
つ
い

て
は
保
全
整
備
の
た
め
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
間
伐
の
補
助
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
提
案
の
、
適
正
な
管
理
が
で
き

て
い
な
い
住
宅
付
近
の
山
林
へ
の
伐

採
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
本

町
で
は
支
援
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の

市
町
の
状
況
を
調
べ
て
み
る
と
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
危
険
木

伐
採
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
る

事
例
が
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
補
助
事
業
の
実

施
に
関
し
、
森
林
所
有
者
の
管
理
義
務

と
の
関
係
も
考
え
な
が
ら
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

回
答
を
受
け
て

山
林
の
多
く
は
、
所
有
者
の
高
齢

化
に
よ
り
維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い

る
等
の
理
由
で
手
入
れ
が
行
き
届
か

ず
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
有
者
へ

維
持
管
理
を
お
願
い
し
た
と
し
て
も
、

な
か
な
か
解
決
し
な
い
問
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

他
の
市
町
の
現
状
を
調
べ
て
い
た
だ

き
、
樹
木
除
去
の
対
策
に
つ
い
て
ご
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q

山
林
火
災
、
倒
木
等
か
ら

　

町
民
を
ま
も
る
た
め
に

A

Q

A

▲
県
防
災
ヘ
リ
等
と
の

　
連
携
訓
練

　
　
（
湯
浅
広
川
消
防

       

組
合
Ｈ
Ｐ
）
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令和７年６月 定例会

おもな審議から
令和７年６月定例会は６月 10 日（火）か

ら６月 20 日（金）まで 11日間行いました。

提出された計 14 件の案件のほか、湯浅町

からの報告事項を受け、慎重に審議し、すべ

て原案のとおり可決・承認しました。

その中から、３つを紹介します。

（審議結果は本紙 14 頁）

議案第 32 号　令和 7 年度一般会計補正予算（第 2 号）
防災行政無線戸別受信機・定額減税調整給付金・旧法務局湯浅出張所跡地購入など

補正予算１億 3,288 万 9 千円を追加

定額減税調整給付金にかかる所得減や扶養親
族の増に対応する不足額給付、12 月末に防災ラ
ジオで防災行政無線の放送が受信できなくなるた
め、新たな情報伝達手段としての戸別受信機購入、
湯浅スポーツセンター近くの旧法務局跡地購入費
等を含んだ予算となりました。

歳入のおもな補正
◦物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

4,300 万円
◦緊急防災・減災事業債	 6,900 万円

歳出のおもな補正
◦旧法務局湯浅出張所跡地購入	 379 万円
◦定額減税調整給付金（不足額給付）	 4,000 万円
◦戸別受信機購入	 6,908 万円

議員の質問・町の回答

Q	 戸別受信機の周知にあたりホームページや広報
紙のほか高齢者、障がいのある方への配慮は。

A	 福祉課や人権推進課の各事業と連携し、また選
挙の期日前投票も周知の場としたいと考えます。

Ｑ	 故障対応については。
A	 想定される故障原因等を整理し、対応を検討して

いきます。

Q	 旧法務局跡地購入について、近隣の道路の拡幅
等までにはどのくらいかかるか。

A	 町で購入できるようであれば、早くて９月議会に
は財産の取得議案の提案に進めたいと考えます。
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議案等の概要

人権擁護委員とは、湯浅町長の推薦をうけ、
法務大臣から任じられた方々です。法務局と
連携し、人権相談、人権侵害の被害者救済、
啓発活動などに取り組まれています。

本年 12 月 31 日をもって星山　俊二（ほし
やま　しゅんじ）氏が任期満了となるため、
新たに弓場　守（ゆば　まもる・写真）氏を推
薦することについて提案さ
れました。

議会は全員一致で「適任」
と答申することに決定しま
した。

議案等の概要

文科省のＧＩＧＡスクール構想に基づき、小
中学校の授業で活用するためのタブレット端末
の購入について、議会の議決を求められまし
た。

◦　契約金額	 4,885 万 2,100 円
◦　契 約 先	 和歌山電工・日本電通	

	 コンソーシアム

町条例の定めにより、予定価格 1,500 万円
以上の動産の買入れについては、議会の議決
が必要です。

湯浅町では、ほかに次の 4 名の委員が委嘱
されています。

◦中尾　一平（なかお　かずひら）氏
◦平林　園子（ひらばやし　そのこ）氏　
◦宮井　義和（みやい　よしかず）氏
◦武内　ひとみ（たけうち　ひとみ）氏

諮問第１号　人権擁護委員候補者推薦につき意見を求める件

１月からの人権擁護委員に 弓場　守 氏 を推薦

議案第 31 号　財産の取得について

小中学校にタブレット端末 890 台を購入

議員の質問・町の回答

Q	 入札でなく随意契約とした理由は。
A	 性質、目的が入札に適さないためです。県内市

町村教育委員会が参加した協議会で実施した競
争入札と同額による、他の自治体との共同調達
です。

	 国の補助金申請に必要な条件とされ、町負担が
最も小さい方法です。

要望　一定金額以上の随意契約について、理由
一覧を公表している自治体もある。透明性
を高めるため、今後の検討を。
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“七夕まつり”7/7（月）
“湯浅まつり”9/27（土）

ことしのイベント予定等について報告があ
りました。

“第３期障がい者基本計画”
を策定

障がいの有無にかかわ
らず、身近な地域での社
会参加と自立した生活が
できる社会の実現にむ
け、令和７年度からの９
年間の取組を定めた計画
を策定したことについて、報告がありました。

議員からは、障がいのある当事者の状況把
握や役場庁舎内のバリアフリー整備、対応状
況等について質問がありました。

町では平成 31 年から、障がいを理由とす
る差別をなくす条例を施行しています。

“栖原海岸の清掃”6/28（土）

例年の栖原海岸清掃予定の報告があり、こ
としも議員一同参加しました。多くの参加者
とともにきれいな砂浜や海岸をまもるため、
懸命に作業に取り組みました。

“部落差別解消推進基本計画”
を策定

部落差別（同和問題）
は、日本社会の歴史のな
かで形づくられた身分制
度を発端とし、一部の人
たちが特定の地域の出身
であることや、居住して
いたこと等から、日常生活や就職、結婚など
に際して、いやな思いをさせられたり不当な
扱いを受けたりする問題です。

令和元年 10 月施行の町条例に基づき、令
和７年度からの５年間の取組を定めた計画を
策定したことについて、報告がありました。

ふるさと振興課

福祉課

産業建設課

人権推進課

分野ごとの各委員会で、議案とは別に町から報告を受け、話し合うものです その他報告
総務文教まちづくり常任委員会

福祉産業建設人権常任委員会

福祉産業建設人権常任委員会

福祉産業建設人権常任委員会

▲ 計画 ▲ 計画
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一部事務組合議会への派遣議員から、派遣先の議会について報告するものです一組報告

令
和
７
年
２
月
、有
田
市
、湯
浅
町
、

広
川
町
、
有
田
川
町
の
１
市
３
町
で

構
成
す
る
広
域
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
新
ご
み
処
理
施
設
（
以
下
、「
施

設
」）
の
建
設
計
画
に
向
け
た
、
有
田

市
須
谷
地
区
の
用
地
を
取
得
す
る
た

め
等
の
予
算
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

当
予
算
案
は
、
委
託
料
、
用
地
費
、

補
償
費
で
約
５
億
５
千
万
円
と
い
う
大

き
な
金
額
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現

地
視
察
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
提
案
さ
れ

る
等
、
議
会
の
判
断
材
料
が
不
足
し
た

状
態
に
お
い
て
審
議
に
は
か
ら
れ
、
や

む
な
く
否
決
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
に
も
関
わ
ら

ず
、
６
月
９
日
の
第
２
回
臨
時
会
に

て
、
広
域
執
行
部
に
よ
る
充
分
な
説

明
も
な
い
ま
ま
、
再
度
、
同
一
予
算

案
が
提
案
さ
れ
、
一
部
議
員
の
退
席

の
う
え
で
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
派
遣
議
員
以
外
の
湯
浅
町

ご
み
処
理
に
つ
い
て
、
廃
棄
物

処
理
法
で
は
、
市
町
村
は
一
般
廃

棄
物
処
理
の
統
括
的
な
責
任
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
湯

浅
町
で
は
、
平
成
14
年
に
固
形
燃

料
（
R
D
F
）
化
施
設
を
設
置
し

た
も
の
の
、
平
成
18
年
５
月
か
ら

施
設
を
稼
働
で
き
な
い
状
態
が
続

き
、
現
在
は
民
間
事
業
者
に
ご
み

処
理
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

有
田
市
、
湯
浅
町
、
広
川
町
、

有
田
川
町
の
１
市
３
町
で
構
成
す

る
、
有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組
合

（
以
下
、
広
域
）
で
は
平
成
22
年
か

ら
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。（
広

川
町
は
平
成
28
年
に
離
脱
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
６
月
10

日
、
湯
浅
町
議
会
は
全
員
協
議
会

を
開
き
、
前
日
の
広
域
議
会
で
話

議
会
議
員
も
傍
聴
し
ま
し
た
が
、
こ

の
事
態
に
強
い
疑
念
を
覚
え
ま
す
。

と
り
わ
け
憂
慮
す
る
の
は
、
地
権

者
へ
の
配
慮
で
す
。

用
地
取
得
に
先
立
ち
、
地
権
者
か

ら
の
内
諾
が
得
ら
れ
て
い
る
の
か
を

再
三
に
渡
り
問
い
か
け
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
広
域
執
行
部
に
お
い
て
は
、

内
諾
を
得
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な

く
、
反
対
し
て
い
る
地
権
者
へ
の
説

明
に
も
赴
い
て
お
ら
ず
、
内
諾
を
得

る
た
め
の
取
組
さ
え
充
分
に
示
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
は
追
加
予
算
が
ど
れ
だ
け

か
か
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
主

旨
の
答
弁
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
で
は
、
当
該
予
算
を
執

行
し
た
と
こ
ろ
で
、
事
業
が
円
滑
に

進
ま
な
い
ば
か
り
か
、
追
加
予
算
や

地
権
者
と
の
紛
争
、
事
業
の
停
滞
、

長
期
化
、
さ
ら
に
は
計
画
そ
の
も
の

の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
湯
浅
町
議
会
議
員
一
同

は
、
広
域
施
設
の
枠
組
み
か
ら
の
湯

浅
町
の
離
脱
を
求
め
る
も
の
で
す
。

し
合
わ
れ
た
新
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
用
地
取
得
等
の
た
め
の
予
算

案
の
議
事
に
懸
念
が
あ
る
こ
と
を

議
員
全
員
で
共
有
し
、
湯
浅
町
長

に
当
事
業
か
ら
離
脱
を
求
め
る
こ

と
に
合
意
し
ま
し
た
。

同
月
13
日
、
要
望
書
（
下
記
）

を
全
議
員
の
連
名
で
湯
浅
町
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
月
30
日
、
構
成
市
町
の

首
長
ら
に
よ
る
広
域
管
理
者
会
に
お

い
て
、
湯
浅
町
の
当
事
業
か
ら
の
離

脱
申
入
れ
は
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組
合

新
ご
み
処
理
施
設
に
係
る

広
域
処
理
枠
組
み
か
ら
の
離
脱
を

求
め
る
要
望
書
（
概
略
）

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業

か
ら
の
離
脱
を
町
長
に
要
望

【
有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組
合
】

▲
新
ご
み
処
理
施
設

事
業
概
要

（
有
田
周
辺
広
域
圏

事
務
組
合
）
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よろしければ
本紙アンケートに
ご協力をお願いします。

＼議会を傍聴しませんか／
本会議の傍聴はどなたでも可能です
定例会・一般質問の日程は町ホームページ、
防災無線放送、公式 LINE・アプリ等でご案内しています

委
員
長

久
澄
　
顕
人

副
委
員
長

赤
井
　
洋
子

委
　
　
員

三
ツ
橋
忠
男

委
　
　
員

由
良
　
祥
治

委
　
　
員

権
　
　
貴
大

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

６
月
10
日
に
議
長
、
副
議
長
の

改
選
が
あ
り
ま
し
た
（
本
紙
3

頁
）。
後
期
高
齢
者
コ
ン
ビ
で
誠

心
誠
意
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
７
月
20
日
に
は
第
27
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
皆
様
の
大
切
な
一
票
、
あ
な

た
の
強
い
意
志
が
候
補
者
に
届
い
た

結
果
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

選
挙
に
行
け
な
か
っ
た
皆
様

は
、
次
回
の
選
挙
の
機
会
に
は
、

ぜ
ひ
ご
投
票
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

『
投
票
は
・
未
来
を
動
か
す
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
』（

由
良　

祥
治
）

編

集

後

記
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議案等について採決した結果と議員ごとの賛否です
〇は賛成、●反対、－は退席６月定例会賛否表

審
議
結
果

議案名等／概要

赤
井
洋
子

久
澄
顕
人

松
本
光
成

石
本
一
也

板
垣
善
夫

三
ツ
橋
忠
男

由
良
祥
治

権
　 

貴
大

松
本
典
久

承認
専決処分の承認を求める件［税条例の一部改正］	
	 ／国の地方税法等改正にともなう、原付１種の新区分基準

追加、特定扶養控除の見直し等への対応
〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

長

は

採

決

に

加

わ

ら

な

い

〇〇

承認 専決処分の承認を求める件［都市計画税条例の一部改正］
／国の地方税法等改正にともなう条文の整理 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

承認 専決処分の承認を求める件［国民健康保険税条例の一部改正］
／課税上限額の引き上げ・軽減対象の拡大 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇〇

承認 専決処分の承認を求める件［令和６年度一般会計補正予算（第９号）］
／令和６年度実績見込みをふまえた補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

承認 専決処分の承認を求める件［令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）］
／令和６年度実績見込みをふまえた補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

承認 専決処分の承認を求める件［令和６年度駐車場事業特別会計補正予算（第１号）］
／令和６年度実績見込みをふまえた補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

承認 専決処分の承認を求める件［令和６年度介護保険事業特別会計補正予算（第４号）］
／令和６年度実績見込みをふまえた補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

承認 専決処分の承認を求める件［令和７年度一般会計補正予算（第１号）］
／６月１日執行された県知事選挙のための予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

適任 人権擁護委員候補者推薦につき意見を求める件	 ／本紙 11 頁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

同意 監査委員の選任同意	 ／町の財務や事務の執行をチェックする監査委員について、
任期満了にともなう再任【西原　良一　氏】 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

可決
水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部改正
	 ／生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関す

る法律施行にともなう改正（布設工事監督者の資格要件の変更など）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

可決 工事請負変更契約の締結	／町道湯浅 126 号線外道路改良工事（張出歩道）の工事契約を変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇
可決 財産の取得		  ／本紙 11 頁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇
可決 令和７年度湯浅町一般会計補正予算（第２号）	 ／本紙 10 頁 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇
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